
Ⅰ．　委員会の開催

　2021年 11月 15日に第 1回特別委員会を，2022年
2 月 28 日に第 2回特別委員会を開催した。

Ⅱ．　調査研究の内容

1） 救急医療情報ネットワーク（救急・搬送支援シス
テム）について

　現行のシステムは，平成 26 年 10 月から稼働開始
し，議論の主な対象となる。消防機関におけるシス
テムの利用状況について，搬送実績等の入力率は
年々低下しており，圏域において受入先が決まって
いることからシステムを必要としない場合や消防OA

システムヘの入力の二重業務になることなどから，
現在では約半数の消防機関の入力率が 50％を下回っ
ている現状がある。このまま次期システムを開発し
た場合，現行システム同様に使われないシステムと
なる恐れが非常に高いこと，救急医療情報ネット
ワークのほかの構成システムの今後の合意形成が図
られていないことから，現行契約を令和 5年 9月ま
で延長し，地域の実情に応じたニーズをより深く確
認し，救急・搬送支援システムの休止も含めて慎重
に検討することとした。
　広島県健康危機管理課から，現行システムの機能
と利用の実態を踏まえ，更新を検討する上で論点と
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なるシステムの必要性，導入目的，必要な機能につ
いて，広島県の考えを説明された。地域において救
急医療関係者で検討を進めるため，令和 3年度中に
本地対協委員と各圏域の消防・医療機関が参画する
広島県メディカルコントロール協議会救急搬送・医
療提供体制検討部会委員を対象に，システムの目的
と機能についてアンケートによる意見照会を行い，
再度整理し，次回の本委員会にて結果を報告すると
ともに検討の方向性について改めて協議することに
ついて，承認された。
2） 第 7次広島県保健医療計画（救急医療対策）に係
る進捗状況について

　各目標項目の達成状況（令和 2年度）と計画の最
終年度（令和 5年度）までの今後の取組方針につい
て広島県から報告があった。委員からは，データを
より精査し，内容を見直した上で，第 8次の計画策
定に向け，対策も具体的な特化したものとして改善
すべきとの意見があった。
3）その他
　働き方改革により救急医療体制が変わり，基幹病
院が受け入れる救急の輪番が成り立つのか懸念され
るため，令和 6年度以降の二次救急，輪番体制の強
化などについても中長期的に検討していく必要があ
ると意見があった。
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